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金沢の旧廓（西新地・主計町）
表4　現存するお茶屋の建築年令（西・主計）
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昭和39年の家屋台帳による。
　旧廓などという町並は，一般の町並の保存にはない難かしさが伴う。既述したように，間取
りそのものは，廓としての間取りなどはなく，町家そのものである。図示したように，旧廓の
一画でも，既に廃業した家屋の方が多く，廃業してそのままの家屋の状態で住んでいるケース
は少ない。廃業～転売～改装のパターンが急激に進んでいる。したがって，本町並の保存に限
らず等しく指摘できることであるが，現在の居住者（おかみ）がお茶屋（貸座敷業）を続ける
場合は，比較的易しいが，お茶屋を廃業した「おかみ」層は貯えがなければ今の家屋を転売する
以外にない。したがって，お茶屋廃業に替る新しい仕事を見つけなければ，保存は不可能であ
る。他稿でも明らかにしたところであるが，お茶屋の名儀変更はことのほか激しく，この地に
住み馴れた人でない人に所有権が移った場合現状を保存するということは期待できない。お茶
屋を営まない「お茶屋」の保存を避けるためには，「おかみ層」ばかりでなく，都市計画的に
も配慮しなければならない問題を含んでいる。「色道大鏡巻第十二」によると，京（西新屋敷，
号坤郭又号島原），山城国伏見（夷町，柳町），近江国大津（馬場町），駿河国府中（嶋），武蔵
国江戸（三谷），越前国敦賀（六軒町），越前国三国（松下），大和国奈良（嶋川，木辻），大和
国小綱（新屋敷），和泉国堺（南津守），摂津国大阪（瓢箪町），摂津国兵庫（磯町），佐渡国鮎
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川（山崎町），石見国塩泉津（稲荷町），播磨国室（小野町），備後国靹（有磯町），安芸国広嶋
（多々海），安芸国宮嶋（新町），長門国下関（稲荷町），筑前博多（柳町），肥前国長崎（丸山
町，寄合町），肥前国樺嶋，薩磨国山鹿野（田町）などに傾城・遊郭があったと著者は述べて
いる。しかし，元和以前に発生し，形成された廓は現存しないばかりか，幕末頃の廓でも，残
っているものは数少ない。そ5いう意味では，金沢の東・西新地などは珍らしい存在だといえ
る。こうした江戸時代，あるいはそれ以前の段階で，大人の遊び場として自然発生した遊び空
間は，極めて種類が少なく，茶屋遊びか芝居見物ぐらいであった。そして，何といっても傾城
遊びが最右翼であり，その時代の最大の娯楽でさえあった。秀吉が，未開地の開発のために傾
城家を設けたことでもうなづけるもめがある。時は移っても，以前と変らず都市の繁華街を構
成する要素はこうした施設なのである。バー，キャバレー，スナック，：ドライブイン，モーテ
ル，簡易旅館，ホテル，料亭，割烹，トルコ風呂，定食屋，レストラン，飲み屋，喫茶店，ビ
アホール，貸座敷と前述した「お茶屋」が内容をそのままに，名称を変えて現代都市に再現さ
れているにすぎない。
　こうした中で，最も大きく変ってきたのは，施設の細分化と，住み手側の「職・住分離」で
ある。嶋原・吉原にしても，廓には使用者側の生活空間があり，また「生産空間」が同居して
いた。金沢や京都のお茶屋では今もって，空間的に「職・住」が一元的に存在している。これ
らの調査を通して，都市の頽廃の最大の原因を空間的「職・住分離」にあると見た。職の空
間での「共同性」の形成は不可能であり，住空間を通してのみ「共同性」が形成される。金沢
の西・東の旧新地は，今もって，乱れることがない。それは職空間の乱脈化に住空間が歯止め
をしているからにほかならない。こうしてはじめて，古いもので200年以上にわたって，家屋
が保存されてきたのである。奇をてらい，商業意匠をもって競争し客を争奪する都市繁華街を
よそに，200年以上にわたって，物理空間的には変ることなく，今もって時代に適応している
「商業建築」のあることに留意しなければならない。既に掲げた旧廓の発生した地域は，現在
でも地方都市の中心的繁華街になっているものの方が多い。改めて，都市計画における岡場所
の位置について・研究が進められねばならないと考える。多目的的に利用されて～・た古来の建
築空間は，こと遊び空間に関する限り，一機能，一空問のかたちに細分化してきている。「茶
屋」といわれた建築は極めて多様な使いかたがなされた。ときには現在的なバーであったり，
キャバレーであったり，あるいは喫茶店であったりしたし，あるいは，旅館になったり飲み屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tになっりもした。しかし，現代の建築はそうではない。喫茶店は喫茶店でしかない。バーはバ
ーでしかないのである。この1機能1空間の関係は極めて不適応現象を顕在化さぜ易く，その
結果，常に建築は流動せざるを得なくなる。
　本調査研究で対象とした野町二丁目，尾張町二丁目は，新しい金沢の都市計画を考えるとき
に，過去のものとしてではなく，現在的に多くの示唆を与えてくれる。
付 言
紙幅の関係で，膨大な報告内容の一部を掲載することになり，脈絡のおかしなところもない
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ではない。この調査研究は共同研究であり，各自が項目を分担しているので，共同研究者名と
分担項目並びに協力者を列記し深く関係者に謝意を申し述ぺておきたい。
（共同研究者）　西郷真理子（水），大沼敏夫（共同行事），梅田喜章（視覚・光），安藤勉（間
取・空間），坂東耕自（自治組織），竹当照美（風），鶴岡洋一（緑），文川清光（芸妓），大川
照夫（芸ごと），戌亥修二（火）
（研究協力者）　渡辺佳雄，久米将夫，青野恒弘。
　〔注1〕　“両茶屋町一件”より
　「まちかたにごけ，やもめおほく，これあり。みぎのものどもなんじうにおよび，まちかた
へいで，ふしゃうのしゃうばいいたし，まちかたふうそくあしく，またはたいとうのめんめん
の中にもむすめこれあり，なんじうにて，ほうこうもいたさせかね候ものも有之よしにつき，
おやもとをこしらへほうこういたし候へば，さうほうのためすぢにつきおほせつけられ候。も
っとも，たいとうのめんめん，ならびにひゃくしょうはあいならずのむね，おほせわたされ
候。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綿津屋政右衛門日記
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